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　歴史研究において、歴史像構築の最も根底的な素材が一次史料であるこ

とは言うまでもない。一次史料の発掘・解釈・歴史像における位置づけな

どが、研究史の到達点の把握とともに重要であるが、なんといっても、一

次史料の発掘こそが歴史像の修正、歴史解釈変更を迫る大前提となる。

　今回、紹介する文書は、1923年 9 月22日・23日にフーゴー・ユンカース

と財務担当重役との会議記録（議題は「ロシアに投資した諸価値の確認」）

である。

　2019年 1 月から、ドイツ博物館アルヒーフでも、史料の写真撮影が許さ

れるようになった。それで、年、 2 、 3 回のアルヒーフ調査（10日間ほど）

で、 1 回に5000枚から6000枚ほどの文書を撮影できるようになった。朝 9

時開館から夕方 5 時の閉館直前まで、途中昼食休憩は持参の軽食で早々に

済ませ、フル回転で撮影にあたった。

　これはと思う文書を次々撮影するのだが、デジカメ撮影であることの簡

単さ（32ギガSDディスク一枚で十分）もあり、どうしても枚数が多くなっ

た。その結果が、上記撮影枚数となってしまった。

　ところが、一日中立ちっぱなしで撮影していると疲労困憊、腰は痛くな

るし、目の周りの筋肉も独特の収縮と弛緩を繰り返し、腕も手も作動しな

くなる。そうしたときに、些末な文書ばかり撮影し、振り返ってみると重

要な文書を見落としたり、中途半端に撮影したりということがある。

　まさに、今回紹介する史料は、2019年 1 月に中途半端に撮影し、帰国後

の整理・解読のなかで、後半部分の欠落に気づいたものである。幸い、11
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月末から12月はじめに再調査することができ、撮影欠落の後半を撮影でき

た。その会議記録をユンカース社のソ連進出を考える基本史料として、原

文そのままで、以下に掲載する。

　そもそも、私がワイマール期ドイツ航空機産業と秘密再軍備の関係を調

べはじめたとき、1933年 1 月のナチ政権掌握後、わずか 2 年で、なぜ35年

に公然と空軍再軍備を行えたのか、疑問であった。普通には、ワイマール

期にも秘密の空軍機生産がおこなわれていたのではないか、特にワイマー

ル末期には空軍機製造が相当な規模に上っていたのではないか、と噂ない

し想定されることになった。

　しかし、この想定は、私がハインケルに関する論考で紹介した通りで、

事実と違っていた。ユンカー社についても、そうであった。

　では、なぜ短期間に空軍機大量生産が可能だったのか、これを解くのが

私の問題意識であったし、今も追求して課題である1。

　このテーマでの研究の最初期、まず、ドイツ連邦文書館（フライブルク

にある軍事文書館）に調査に出向き、ワイマール期の陸軍兵器局（ヴェル

サイユ体制で空軍・軍用機が禁止されていたので陸軍）の文書を調べた。

そのとき、陸軍兵器局と航空機企業とが秘密に軍用機を生産している文書

群が何か見つかるものと想定していた。

　ところが、想定外に一番大量に出てきたのが、陸軍（フォン・ゼークト）・

陸軍兵器局（その特別グループSondergruppe, SG）とユンカース社のソ

連進出の援助金をめぐる紛争に関連する文書群であった。それらは、ソ連

への工場進出でユンカース社が陥った金融危機をめぐるものであり、ユン

カース社の国（軍、ゼークト、SG）への抗議文書であった。

　文書が大量なのは、ユンカース社が金融危機の原因として軍の約束違反

を訴え、立証するためのものが多かったからであった。口約束にかこつけ

1 最新の拙稿「航空機開発と大西洋横断飛行――ユンカースの挑戦と航空熱――」
高田馨里編著『航空の二〇世紀』（日本経済評論社、2020年 3 月）、第 4 章およ
びその章末に掲げた14本の論文を参照されたい。
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て、きちんと援助金を支払ってくれない、その援助金を出すように求める

文書群であり、軍とのやり取りであった。

　ユンカース社は、この金融危機もあって、自社の航空業部門、ユンカー

ス航空交通株式会社を1926年 1 月創設の新会社ルフトハンザに手放さざる

を得なくなった。

　では、どんな条件で陸軍兵器局（そのSG）と契約し、どんな要因が金

融危機を引き起こしたのか、そもそも、どの程度の金融負担があったのか、

そうしたことの基礎資料がなかった。

　モスクワ近郊への工場進出は、軍の支援が極秘なので契約文書がなく、

口約束だったという。これが紛争発生の根底にあるのだが、口約束は口約

束として、実際にどの程度の負担か。その基礎的データがないことにこの

間ずっと困っていた。その模索の中、やっと見つけた重要資料2が、以下

に示すドキュメントである3。オリジナル文書はA 4 サイズであるが、縮小

して収録。

　金額はすべて、1923年における急速なインフレーション進行中のことで

はあり、ドル価格で評価・計上されている。

　最初の 5 項目は支出についてであり、Ⅰ.は、モスクワ製造所について、

Ⅱ.はロシアにおける航空業について、Ⅲ.は、デッサウ本社の協力のコ

2 膨大な文書群のなかを探しまわり、大量的な日常的文書のなかに、ある時、重
要文書を見つけると、それが跳躍点になって歴史像を構築することが可能になる。
その意味で、私の理解においては、この文書がキードキュメントである。膨大
な一次史料のなかのキードキュメント発見がもつ歴史認識転回の意義については、
次の言説に共感。「いうまでもなく、史料は歴史研究者にとって研究の基本的手
段である。当然、研究者はおびただしい量の史料を読むことになる。しかし私
の経験によると、実際に研究全体を方向づけ、結論を導くうえで決定的な意味
をもつのは数十頁の文書、ときには数ページの文書である。それらにめぐりあっ
たときは、それこそ欣喜雀躍で、一週間は興奮が収まらない」と。権上康男「孤
独な闘いの十年、そして今 ――『フランス帝国主義とアジア』（東京大学出版会、
1985年）」渡邊勲編『三十七人の著者　自著を語る』（知泉書館、2018年）、253ページ。
3 Deutsches Museum München Archiv （DMA）, Juluft 0618 T02 M39.
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スト、ロシアでの製造のためにデッサウの工場を停止したコストについて

である。Ⅳ.がその他の資本投下、Ⅴ.が、契約上のその他の諸義務である。

　これに対して、Ⅵ.が収入である。

　各項目の検討は別の機会にまわすこととし、 3 ページ最下段の統計に

より、総括的にみると、投資総額は、6,726,300ドル、これに対して、軍

からはいる収入は、813,800ドル、差し引き、「純粋のユンカース資本」

が、5,912,500ドルとなる。これが、ユンカースの負担となった。それが、

1923年のルール占領にともなうハイパー・インフレーション下における実

態であった。

【付記】本稿は、2016－18年度科学研究費基盤研究（C）「ドイツ航空機

産業の世界的転回――世界の勃興期航空機産業との関連の解明――」（研

究代表・永岑三千輝）（JSPS科研費 JP16K03785）、2019年度科学研究費

基盤研究（C）「航空機開発と世界航空交通の黎明――ヴェルサイユ体制

下のユンカースを中心に――」（研究代表・永岑三千輝）（JSPS科研費

JP19K01782）、および2015－19年度私立大学戦略的研究基盤支援事業（大

型研究）「明治大学国際武器移転史研究所」（研究代表：横井勝彦）による

研究成果の一部である。

 （投稿：2020年 3 月12日）
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